
船舶事故等調査報告書 

平成２２年１１月２５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０長第５７号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２２年５月１７日（月） １４時００分ごろ 

発生場所 長崎県五島市福江
ふくえ

港 福江港２号防波堤灯台から真方位２１５°５００ｍ

付近 

（概位 北緯３２°４１.８′ 東経１２８°５１.１′） 

事故等調査の経過  平成２２年６月１１日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 古代復元船 遣唐使
けんとうし

、１１０トン 

   ２０１０Ａ２１０２００５（船検登記号）、北京風来坊映画文化有限

公司蘇州分公司（中華人民共和国） 

Ｂ 旅客船 シーガル、１９トン 

   ２７３－１０７６３長崎、有限会社木口汽船 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、免許不詳 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ なし 

Ｂ 右舷船首部のブルワーク、ハンドレール等損傷 

 事故等の経過 

 

 Ａ船は、船長Ａほか６人が乗り組み、福江港２号桟橋から離桟作業中、

南西からの強風により左舷側に圧流され、平成２２年５月１７日１４時０

０分ごろ、福江港１号桟橋に無人で係留されていたＢ船の右舷船首部とＡ

船の左舷船首部とが衝突した。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南、平均風速 約６.０m/s、最大瞬間風速 約

１１.０m/s 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

 Ａ船は、福江港において離桟作業中、風の影響を

受けて左舷側に圧流されたものと考えられる。  

 Ｂ船は、桟橋に無人で係留されていたものと考え

られる。 

原因  本事故は、Ａ船が、福江港において離桟作業中、風の影響を受けて圧流

されたため、係留中のＢ船と衝突したことにより発生したものと考えられ

る。 

 




